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  と    の関係式 
窓行列     による微分特徴量の付加 
• 隣接観測間の依存関係のモデル化に有効 
• 微分特徴量は静的特徴量間の回帰係数から計算 
   ⇒静的特徴量と微分特徴量の間の関係は確定的 
• SL2D-HMMではこれらは独立な確率変数として扱
われるため，上記の関係は無視される 
   ⇒静的特徴量と微分特徴量の扱いに矛盾 
• 真の観測は  でなく   ⇒   の関数として定義すべき 
: 正規化定数 
SL2D-HMMの出力関数 




   ⇒隣接する観測間の相関を捉えることが可能 
SL2D-HMMの出力関数を    の関数として再正規化 
Test data  
SL2D-HMM  Proposed model 





























Number of states 
提案モデル 
（パラメタ更新なし） 
（パラメタ更新あり） 
顔画像認識実験結果 
長所 
短所 
実験結果 
状態数 
16×16で
モデル化  
